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私たちが設立した花と緑の農芸財団　長嶋茂雄初代理事長と（1986年）

2016.11.27　宇都宮高明 

ベトナム戦争時のサイゴン（現ホーチミン）を歩き、
政府交換留学生としてメキシコで学び、

空港公団職員として、三里塚闘争に関わった者からの伝言

「次代を担うみなさんへ」



- はじめに　ベトナム戦争と花と緑の農芸運動 -- はじめに　ベトナム戦争と花と緑の農芸運動 -- はじめに　ベトナム戦争と花と緑の農芸運動 - 1

　私達の花の運動の原点は ベトナムでの学生時代の体験にありました。 
“自由のために” “民族解放のために”。誠しやかに聞こえるこの両陣営の大義は
ベトナムを土足で踏みにじり焦土と化し、国民のほとんどを占める「農民」や、
そして「母親」や「子供」を犠牲にしました。 
 『生命を大切にしない思想は嘘だ！』 悲惨な極限の状態の中で、

私達が見たものは、戦火の野に咲く「花」であり、
つかの間のテト休戦の街にあふれる「花」でした。
まさに「花」は心のやすらぎであり平和の象徴でした。

。うよし造創を済経な和平てしそ、心と想思な和平「 
“花の革命” フラワーレボリュー ションを揚げ。」 
機関誌「花の心」十周年記念号（1995年 12月 1日発行）より 

「平和な
思想と心、そして平和な経済を創造しよう“花の革命” フラワーレボリューション
を揚げ。」

ベトナム・サイゴン（現ホーチミン）にて（1970年）



- 三里塚闘争にかかわった者として -- 三里塚闘争にかかわった者として - 2

収用に伴う立ち入り調査

新東京国際空港公団労働組合委員長

　　田の地に
空港決定から半世紀
成

（2016年）

地球的課題の実験村地球的課題の実験村地球的課題の実験村

新左翼各派のヘルメット 空と大地の歴史館
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水谷保孝・岸孝一 著
『革共同政治局の敗北1975～2014 - あるいは中核派の崩壊 -』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

】msirorret【 ムズリロテ
一定の政治目的を実現するために暗殺・暴行などの手段を行使することを認める主義。

また、それに基づく暴力の行使。テロ。　（三省堂 大辞林より抜粋）
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　小なりといえども日本階級闘争を揺り動かし日本帝国主義権力を脅かした革共同
※革共同：革命的共産主義者同盟全国委員会（革共同、いわゆる中核派）

　三里塚闘争の全国的発展は日本階級闘争の新次元への発展をもたらした。三里塚闘
争は日本階級闘争の偉大な金字塔であり、現在もたたかわれつづけているのである。
偉大なる三里塚闘争はけれども日本階級闘争の部分であり、日本革命戦略の基軸とさ
れるべきものではない。三里塚農民に日本革命の勝敗の責任を強制するようなことで
あってはならない。

　そのときから時代は大きく転回した。だが、米欧日の帝国主義支配下では、たえざ
る侵略戦争と大不況・大失業が全社会を蔽い、反イスラム・反韓・反北朝鮮、反中国
を始めとする激しく凶暴で倒錯したヘイトクライム、排外主義、差別主義が奔流のよ
うになっている。
日本での安倍政権再登場はそれに拍車をかけている。労働者階級がかつてない主体的
危機に直面している。

著者　水谷 保孝
1945年生まれ。早稲田大第一政経学部中退。65年早大学費学館闘争の後、
67年 10・8羽田、佐世保エンプラ闘争（基地突入）、70年安保・沖縄闘争で逮捕・起訴、
長期下獄。全学連（中核派）書記長。前進編集長（17年間）、革共同政治局員。06年、離党。

著者　岸 宏一
1947年生まれ。慶應義塾大経済学部中退。67年砂川、10・8羽田を経て、王子闘争、
新宿米タン闘争で逮捕・起訴、69年 11月決戦で事後逮捕・起訴。全学連（中核派）書記長代行。
革共同三里塚現地責任者（25年間）、革共同政治局員。06年、離党。



石毛博道
元三里塚芝山連合　空港反対同盟事務局長
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石毛博道
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その１．1970年代から今日まで、日本で左翼暴力革命が必要であったかどうか？
　貧困、差別、社会矛盾がないとは言えないが、全体として言論の自由や思想、信条、
宗教の自由は保障されている。豊かな社会では革命は人々にとって必要とされない。

その２．三里塚闘争について
　成田空港建設に反対して農民が決起した大きな理由は二つです。
①空港建設によって自分達の生活がおびやかされる。
（主に農地を取られることと騒音）
②寝耳に水の決定と、建設が暴力を伴って進められたこと、これへの人間としての憤り。
三里塚闘争のはじまりと、その基本は、反権力、日帝打倒、左翼暴力革命などではなく
地域住民運動だったということです。農民が決起をした二つの理由がどうなっていった
のかを述べます。
①は成田空港が長い時間をかけ、地域に少しずつ根を張り、空港が地域に豊かさをもたらすようになると、人々
の意識が変化し、
やがて地域住民にとって空港は反対し、追い出す対象ではなくなってしまったのです。
②は 1991 年～1994 年にかけて熱田派が仕掛けて始められた国との話し合い、シンポジウム・円卓会議にお
いて、国が建設過程の誤りを認め、謝罪し、強制力を取り下げたこと。これにより、当時反対闘争に参加して
いた多数の住民が納得して鉾をおさめ、闘争から離れました。
　上記二つの理由により三里塚闘争は前提としていた空港に反対する理由のほとんどを失ってしまったのです。

『革共同政治局の敗北』を読んで『革共同政治局の敗北』を読んで『革共同政治局の敗北』を読んで

「前提となるべき事」への考察がない。
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国家が行き詰まるのは世の常であり、
何があってもおかしくないのがこの世界の本質である。
国家が行き詰まるのは世の常であり、
何があってもおかしくないのがこの世界の本質である。
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イギリスのEUからの離脱

トランプ氏、第45代大統領に就任予定



7- マイケル・ピルズベリー著
『China2049秘密裏に遂行される世界覇権100年戦略』
- マイケル・ピルズベリー著
『China2049秘密裏に遂行される世界覇権100年戦略』

天安門広場（1973年）

万里の長城（1973年）

　我々は現代の中国共産党政権が 3000 年以上もの歴史を持つ中国の歴代王朝と
何ら政治的継続性や一貫性もないと考えてきた。政治的なシステムだけを比較す
ればその通りである。しかし、中国の国家戦略は中国人の歴史的知恵の産物であ
り、同博士は現代中国の国家戦略は孫子の兵法や戦国策から導かれる「勢」とい
う思想に基づくと指摘する。
　中国共産党や人民解放軍のタカ派はこの論理を活用して、米国を操作し、共産党革命 100 周年にあた
る 2049 年までに世界の経済・軍事・政治リーダーの地位を米国から奪取することを狙っているという。
これが「100 年マラソン（The Hundred Year Marathon）」という原書のタイトルにもなっている中
国の覇権的国家戦略である。（解説　森本敏）

　中国の歴史には、1492 年（コロンブスのアメリカ大陸到達）も 1776 年（アメリカ
独立宣言）も出てこない。中国の長大な歴史は 3000 年以上昔にその起源を持つ。 中国
には、アブラハムに約束された土地というような創造神話も、独立宣言の採釈のような
国家誕生の瞬間も存在しない。
　その代わり、東は大海原、 北は過酷な砂漠、西は険しい山脈に囲まれた土地で、戦争
と対立が延々と繰り返されてきた。 王朝や支配者が来ては去り、中国の考え方で言えば、
これからの1000年間にまた来て、 また去っていくのである。（著者）

　中国の時間とアメリカの時間は進む速さが異なる。歴史上の出来事について、いつ起
きたのかと問われたら、アメリカ人は何年の何月何日と答えるが、中国人は何王朝の時
代だと答える。しかもその王朝の 14 のうち 10 までもが、アメリカの歴史全体より長
く続いた。 （ヘンリー・キッシンジャー）



8世界地図の中で考えよう世界地図の中で考えよう

新課程教科書（2013 年 4 月）では、「四大文明」という日本の高校世界史教科書に 1952 年に登場した世界的にみても珍奇で時代
遅れの世界史の語りが皆無になった。大部分の新課程教科書では、スペイン以前のアメリカ大陸の諸文明は、ヨーロッパ人によって
発見され植民地化された「敗者の文明」としてだけ不随的に語られるのでなく、「諸地域世界の形成」において主体的に登場するよ
うになった。メキシコセミナー「マヤ文明の起源と衰退」（2014.5.28）より　青山和夫 茨城大学人文学部教授

メソポタミア文明メソポタミア文明

エジプト文明エジプト文明 インダス文明インダス文明

黄河文明黄河文明

インカ文明インカ文明

マヤ文明マヤ文明
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地勢は意識を決定する。地勢は意識を決定する。

と聞いて思い出す景色は？と聞いて思い出す景色は？

「滝」
た　き
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滝」
例えば、世界三大瀑布と華厳の滝例えば、世界三大瀑布と華厳の滝

　どれも素晴らしい滝の写真ですが、みなさんは上の写真を見て、滝の名前が分かりますか？
おそらく④の華厳の滝はすぐに見分けることはできたと思います。世界三大瀑布とは一般的に①南アメリカ大陸のアルゼンチ
ンとブラジルにまたがるイグアスの滝、②アフリカ大陸のジンバブエとザンビアにまたがるヴィクトリアの滝、③北アメリカ大
陸のアメリカとカナダにまたがるナイアガラの滝の3 つの滝を指すようです。一言で「滝」と言っても、それぞれの地域で、
思い出す滝はきっと異なるはずです。地勢は意識を決定する。そのように捉えれば、ものの見方、考え方は住むところによっ
て違っていて当然です。自分の常識と他人の常識が違うことを前提とした教育が必要だということです。

①

② ③

④

10



宮川俊彦 著
『北風は太陽に負けない！-脱・常識的思考の方法論で勝ち残る！ -』
宮川俊彦 著
『北風は太陽に負けない！-脱・常識的思考の方法論で勝ち残る！ -』
宮川俊彦 著
『北風は太陽に負けない！-脱・常識的思考の方法論で勝ち残る！ -』

思考の方法 
「思考力」とは自分が生きる道を
開拓していくための技術である
 
▶成功や失敗を分析し、結果を戦略的に活かす方法を知る 
▶前提や常識を疑い続けることで真の優秀さが生まれる 
▶極論を考えることで、一般論を浮かびあがらせる 
▶正解を導く公式を応用することは「考える」ことではない
▶日本企業の停滞の理由は思考力の低下にあった 

著者　宮川 俊彦
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1954 年、長野県に生まれる。国語作文教育研究所所長。小中学生を中心に 100 万人
におよぶ作文を分析し指導、学校教育における文章力向上「作文教育」を提唱している。
一方で、教育評論家としても活躍。また、大手上場企業など 500 社を超す「企業昇進
昇格論文」や「入社試験の作文」などを開発、分析。日本で唯一の文章分析のスペシャ
リストとして、多岐にわたり活躍

宮川俊彦先生お別れ会（2014・8・29）



海外留学は教師の必須科目「1492年の見方、考え方」海外留学は教師の必須科目「1492年の見方、考え方」海外留学は教師の必須科目「1492年の見方、考え方」 12

日本・メキシコ政府交換留学生（1972年～73年）の
研修終了時、大統領官邸にて当時のエチェベリア大統領と（1973年）

財務省案なら、国の負担を

年間　　　　　　削減できると
みる。

財務省案なら、国の負担を

年間　　　　　　削減できると
みる。758億円758億円

2016年（平成 28年）11月 9日　水曜日　朝日新聞
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　「少子高齢化が急激に進む日本は、優秀な人材が家庭の貧富に係わらず大学に進学できる社会システムを創り上げる必要がある。
今の日本のように、家族が教育費を負担するのが当り前という『家族主義』のままでは、稼ぎ手の親が倒れると大学進学は極端に難しくなる。
『家族主義』を変え、家庭環境の激変があっても、子どもが自分の可能性を最大限に伸ばせる社会、教育を家族だけに任せない社会を構想する。」
と「教育を家族だけに任せない―大学進学保障を保育の無償化から」の著者大岡頼充先生が「あとがき」に書かれています。

公立の教育費、保育から大学まで無償化を！公立の教育費、保育から大学まで無償化を！

１位
２位
３位

29位
30位
31位

日本は、奨学金制度など教育への公的支援が他の先進諸国と比べて不十
分であると言われています。表は、政府の歳出に対する公的教育費の割
合をランキング (一部抜粋 )にしたものです。

イタリア 1.7% 0.8%

教育支出の公費割合は
最低水準！！

国名  対歳出比  対 GDP

ニュージーランド

カナダ

ノルウェー

ポルトガル

日本

5.5%

4.7%

2.1%

4.5%

1.8%

1.9%

2.0%

2.6%

1.0%

0.8%

社会全体のお金の流れが変わってくる

出典：OECD-Education at a Glance 2014

親が教育費の心配をしなくて済む
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一に国語、二に国語
三、四がなくて五に算数

JAPAN2049 戦略の構築を !!
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ご静聴ありがとうございました。

宇都宮高明宇都宮高明宇都宮高明


